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概 要 Abstract

成 果 Results

①⽣育と⼟壌データから畑毎に可変施肥効果の⼤⼩
が判断できます。
②畑の中の⽣育と収量データを使って効果的な可変
施肥が可能になります。

可変施肥とは︖
センサーで⽣育や⼟壌をみて、

畑の場所毎に⾃動で施肥量を変え
る施肥技術。GPSやソフトウェア、
電⼦制御式の施肥機が必要です。

⼟壌腐植 ⽣育

（負の関係の畑）

（正の関係の畑） ⼤

⼩

⽣
育

①可変施肥は⼟壌の腐植と⽣育が正の関係
にある畑で効果的︕

②可変追肥を実施した畑では、⽣育と収量
の両⽅が悪い箇所をマップ化することで翌
年以降的確な増肥対応が可能に︕
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⽣育も収量も
悪かった箇所

⻘い箇所で翌年以降、
増肥した時の収量

①先進機器の効果的導⼊を促進します（無駄な投資の抑制）。
②可変施肥の効果を⾼め、無駄な施肥量削減に寄与します。
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